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Ⅰ 農業及び畜産の概要
1農業の概要
⑴ 本県農業の位置付け

⑵ 農家戸数の推移（大分県）

項　目 資　料単位
大分県 九州 全国 大分／全国（％）大分／九州（％）

区　　　分

3,632
2,379
65.5%
4,054

16,144
4,919
2,787

558.9
324
58.0%
234.8
42.0%
13.9
2.5%

25,279
16,312
64.5%
26,057

83,162
27,146
2,733

4,593
2,496
54.3%
2,097
45.7%
616.7
13.4%

12.8%
12.4%
－

10.9%

8.1%
8.2%
55.3%

10.3%
12.6%
－
7.2%
－

20.1%
－

1.8%
1.8%
－
1.7%

1.6%
1.5%
56.4%

1.3%
1.6%
－
0.8%
－
0.5%
－

総農家戸数
販売農家戸数
（構成比）
農業就業人口

農業産出額
生産農業所得
農 家 所 得

耕 地 面 積
田 面 積
（構成比）
畑 面 積
（構成比）

　 牧 草 地
（構成比）

※平成７年より農家戸数の調査方法を変更。
販売農家のうち農業所得が主（農家所得の50％以上が農業所得）で65歳未満の農業従事60日以上の者がいる農家。
販売農家のうち農外所得が主で65歳未満の農業従事60日以上の者がいる農家。
販売農家のうち65歳未満の農業従事60日以上の者がいない農家。（主業農家・準主業農家以外の農家）

資料：農林水産省「農業経営体調査」

（注）主 業 農 家
準主業農家
副業的農家

経営耕地面積が30a以上又は農産物販売金額が50万円以上の農家。
販売農家で、農家に常住し、しかも生活の本拠をそこに持つ世帯員のうち、調査期日前１年間に、「農業のみに従事した
世帯員」及び「農業と兼業の双方に従事したが、農業の従事日数の方が多い世帯員」。
農業産出額から生産のために投入された物的経費を控除して推計したもの。

（注）販 売 農 家
農業就業人口

生産農業所得

う
ち

二種兼業農家
一種兼業農家
専業農家

自給的農家
副業的農家

主業農家
準主業農家

自
給
的
農
家

販
売
農
家

第57次大分農林水産統計年報
（平成21～22年）

農林水産省「平成22年耕地及び
作付面積統計」

100戸
100戸
（％）
100人

億円
億円
1,000円

1,000ha
1,000ha
（％）
1,000ha
（%）
1,000ha
（％）

466
295
63.3%
440

1,313
402
1,541

57.8
40.9
70.8%
16.9
29.2%
2.8
4.8%

：
：

：

0

2

4

6

8

10
（万戸）

60

20.6％

14.6％

64.8％

87,237

H2

21.8％

13.0％

65.2％

73,575

7

17.6％

17.9％

39.6％

24.9％

64,445

12

13.8％

15.1％

44.0％

27.2％

57,711

17
11.9％
11.8％

43.4％

32.9％

52,482

22年
11.0％
12.5％

39.8％

36.7％

46,623

：
：
：
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⑶ 農業労働力の推移（大分県）

⑷ 農業産出額（大分県）

65歳未満基幹的農業従事者

資料：農林水産省「農林業経営体調査」
(注１)：基幹的農業従事者：農業に主として従事した世帯員(農業就業人口)のうち、調査日前１年間の普段の主な状態が「仕事に従事していた者」のこと。

65歳以上基幹的農業従事者

＊注1

0
S55 60 H2 7 12 17 22年

20

40

60

80

100
（千人）

18%

82%

84,571

20%

80%

68,703

27%

73%

53,304

42%

58%

42,344

55%

45%

38,128

55% 56%

45%

35,297

44%

34,462

平成22年畜産産出額の内訳

（億円）

※平成19年からは中間生産物の県内他市町村販売分を除く。

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

乳用牛
97

（22.7％）

豚
86

（20.1％）

鶏卵
38

（8.9％）

ブロイラー
55

（13.0％）

その他
22

（5.2％）
肉用牛
129

（30.2％）

合計
427億円

534
（35.9）

565
（31.1）

542
（30.2） 424

（24.3）
398

（26.2）

431
（32.5）

431
（32.2）

427
（32.5）

452
（33.4）

452
（34.7）

（27.7）

（31.6）

（23.1）
（27.7）

（24.1） （22.5）（23.5）（22.8）（20.8）（18.7）

（11.2）

（12.3）

（19.3）
（21.2）

（21.4）
（22.7）（22.2）（22.4）（21.7）（22.4）

（25.2）

（25.0）（27.4）（26.8）

（28.4）

（22.3）（22.1）（22.3）（24.0）
（24.2）

1,488

1,818 1,794
1,746

1,520

1,326 1,339 1,313

畜産
427

（32.6％）

米
265

（22.8％）

野菜
341

（26.0％）

その他
278

（21.2％）

1,3121,353
1,302

S55 60 H2 7 12 19 20 2117 18 22年

その他
野菜

畜産
米
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2畜産の概要

⑴ 家畜の飼養戸数・頭羽数（平成23年2月1日）

資料：農林水産省「畜産統計」、「食鳥流通統計」
※H22年は農林業センサス実施年で調査未実施、H23年は未公表のため、ブロイラーについては平成21年2月1日時点の数値を記載。

※大分県調べ

⑵ 認定農業者数（畜産）（平成23年3月末時点）

区分 畜　種　別

戸

　数

頭

　羽

　数

一
戸
当
り
頭
羽
数

大　分　県 九州シェア 九　州 全　国九州順位 全国順位全国シェア

単 一 経 営
稲作との複合経営
その他複合経営
　 計 　

区 　 分
200
1 8 2
1 4 1
5 2 3

肉 用 牛
146
1 1
3 5
1 9 2

酪 　 農
47
5
3
5 5

養 　 豚
57
0
4
6 1

養 　 鶏
0
0
1
1

そ の 他
450
1 9 8
1 8 4
8 3 2

計

戸

頭（千羽） 頭（千羽） 頭（千羽）

頭（千羽） 頭（千羽） 頭（千羽）

戸 戸％ ％ 位 位

％ ％ 位 位

位 位

肉 用 牛
乳 用 牛

豚
採 卵 鶏
ブ ロ イ ラ ー

1,840
193
77
42
59

6.1
9.4
4.3
7.5
5.8

5
6
5
6
5

10
25
23
27
8

30,400
2,050
1,810
561
1,013

69,600
21,000
6,010
2,930
2,392

62,500
15,200
151,500
1,446
2,230

6.4
12.8
5.1
6.2
4.5

2.6
0.9
1.3
1.4
2.5

2.3
1.0
1.6
0.8
2.1

5
4
5
6
5

12
17
20
30
11

984,100
119,100
2,982,000
23,444
49,664

2,763,000
1,467,000
9,768,000
175,917
107,141

34.0
78.8

1,967.5
29.6
37.8

－
－
－
－
－

－
－
－
－
－

4
1
1
4
6

32
3
8
31
16

32
58

1,648
33
49

40
70

1,625
47
45

肉 用 牛
乳 用 牛

豚
採 卵 鶏
ブ ロ イ ラ ー

肉 用 牛
乳 用 牛

豚
採 卵 鶏
ブ ロ イ ラ ー

肉牛の部　H23.10.1

第72回 大分県畜産共進会

農林水産省 生産局長賞　　　第1区（肉専用種去勢牛）
　　　　　　　　　　　    　杵築市　阿部　登さん
農林水産省 九州農政局長賞　第2区（肉用交雑去勢牛）
　　　　　　　　　　　    　宇佐市　江藤　務さん

乳用牛の部　H23.11.6
農林水産大臣賞　　　　　　　経産牛の部
　　　　　　　　　　　　　　玖珠町　重見　宝弘さん
農林水産省　九州農政局長賞　未経産牛の部　
　　　　　　　　　　　　　　玖珠町　伊藤　賢太さん

肉用牛の部　H23.10.22
農林水産大臣賞　玖珠町　衛藤　昇さん
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1肉用牛
⑴ 飼養戸数・頭数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」
※2月1日時点  

1

20.5

1

1.5

2

3

4

5

6

7

8

0
S55 60 H2 7 201912

（
万
頭
）

1
戸
当
た
り
頭
数

戸
数
頭
数

（
万
戸
）

（
頭
）

12,000

66,000

9,770

78,000

7,280

68,100

3,600

64,000

5,400

72,100

2,240

64,600

21

2,130

65,300

17

2,580

66,100

18

2,530

63,800

2,350

64,800

5.5
8.0

9.4

13.4

28.8

25.6 25.2

1戸当たり頭数

27.6

30.7

22 23年

1,990

65,500

1,840

62,500

32.9 34.0
Ⅱ 家畜別の動き

0

5

10

15

20

25

30

35

17.8

⑵ 用途別頭数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」

H2

15,200

25,000

13,900

7

15,100

24,100

16,500

12

7,600

11,500

15,700

22,600

17

7,870

12,300

17,100

24,100

18

8,090

11,700

17,100

23,500

19

7,990

11,800

18,400

23,500

20

8,720

11,800

17,800

23,600

21

9,700

12,800

17,600

22,600

22

7,680

13,900

17,500

22,200

23年

6,700

14,600

15,000

21,800

（
頭
）

（注1）
子取り用めす牛

（注2）
肥育牛（乳用種）

肥育牛（肉用種）

肥育牛 交雑種
（乳用種
の内数）

子取り用めす牛

肥 育 牛

（注1）

（注2）

子牛を生産することを目的として飼養しているめす牛。実際には、過去に種付けしたことのある牛及び近い将来種付けを
することが確定している牛。
肉牛として販売することを目的に飼養している肉用種の牛。
したがって、ほ育・育成中の牛でも引き続き自家で肥育する予定のものは肥育牛とする。

：

：
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⑶ 規模別飼養戸数の推移

⑷ 規模別飼養頭数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」
（注）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない。

770戸
（11.0％）

3,910戸
（56.0％）

1.900戸
（27.2％）

2,200戸
（44.5％）

1,390戸
（28.1％）

860戸
（17.4％）

310戸
（6.3％）

H3

8

6,980戸

4,940戸

390戸
（11.7％）

177戸
（5.3％）

1,400戸
（42.0％）

840戸
（25.2％）

520戸
（15.6％）13 3,330戸

257戸
（10.2％）

937戸
（37.2％）

664戸
（26.3％）

459戸
（18.2％）18 205戸

（8.1％） 2,520戸

294戸
（12.6％）

759戸
（32.4％）

663戸
（28.3％）

402戸
（17.2％）19 221戸

（9.4％） 2,340戸

区分年 1～4頭 5～9頭 10～19頭 20～49頭 50頭～

区分年 1～4頭 5～9頭 10～19頭 20～49頭 50頭～

11,310頭
（17.0％）

13,300頭
（20.0％）

10,400頭
（15.7％）

22,870頭
（34.4％）

8,570頭
（12.9％）

6,230頭
（9.1％）

10,800頭
（15.8％）

12,400頭
（18.2％）

28,530頭
（41.8％）

10,200頭
（15.0％）

H3

8

66,400頭

68,200頭

6,290頭
（9.9％）

7,810頭
（12.3％）

12,550頭
（19.8％）

33,180頭
（52.4％）13 63,300頭

3,500頭（5.5％）

18 63,100頭4,700頭
（7.4％）

6,740頭
（10.7％）

8,660頭
（13.7％）

40,450頭
（64.1％）

2,530頭（4.0％）

19 64,300頭

資料：農林水産省「畜産統計」
（注）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない。

4,480頭
（7.0％）

5,500頭
（8.6％）

9,140頭
（14.2％）

43,170頭
（67.1％）

1,960頭（3.0％）

20 64,100頭4,780頭
（7.5％）

5,730頭
（8.9％）

8,660頭
（13.5％）

42,760頭
（66.7％）

2,180頭（3.4％）

146戸（2.1％）260戸（3.7％）

188戸（3.8％）

281戸
（13.3％）

660戸
（31.1％）

567戸
（26.7％）

385戸
（18.2％）21 228戸

（10.8％） 2,120戸

284戸
（12.7％）

730戸
（32.7％）

597戸
（26.8％）

386戸
（17.3％）20 231戸

（10.4％） 2,230戸

21 64,600頭3,990頭
（6.2％）

5,440頭
（8.4％）

8,300頭
（12.8％）

45,090頭
（69.8％）

1,770頭（2.7％）

288戸
（14.5％）

568戸
（28.5％）

515戸
（25.9％）

378戸
（19.0％）22 236戸

（11.9％） 1,990戸

274戸
（15.0％）

512戸
（28.0％）

461戸
（25.2％）

346戸
（18.9％）23 236戸

（12.9％） 1,830戸

22 64,800頭3,970頭
（6.1％）

5,580頭
（8.6％）

8,250頭
（12.7％）

45,180頭
（69.7％）

1,780頭（2.7％）

23 61,800頭3,890頭
（6.3％）

5,370頭
（8.7％）

8,130頭
（13.2％）

42,610頭
（68.9％）

1,740頭（2.8％）
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⑸ 子牛市場出荷頭数・平均価格の推移

⑹ 肉用子牛（黒毛和種）の流通（平成22年度）

豊後玖珠市場

豊後豊肥市場

S55 60 H2 7
資料：全農大分県本部調べ

資料：全農大分県本部調べ

（円）

（頭）

雌子牛平均価格

去勢子牛平均価格

13,013頭
6,807
8,015

8,559
9,551

8,114
8,654

8,295
8,939

7,549
8,084

7,589
8,077

7,712
8,030

雌
去
勢
・
雄

子牛市場取引頭数 都道府県別販売頭数

6,253頭
（45.2％）

7,587頭
（54.8％）

県内
（26.4％）

九州・沖縄
（61.9％）

中・四国（6.4％）
関東・甲信越（4.0％）

13,013頭

東京321頭、長野181頭、茨城19頭

12 201817 19

7,161
7,900

7,185
7,584

7,008
7,706

21

5,939
7,314

22年度

関東・甲信越  521頭

三重95頭、静岡55頭東海  150頭
福島19頭北海道・東北  19頭

愛媛638頭、香川107頭、徳島68頭、
山口16頭

中四国  829頭

佐賀2,727頭、宮崎2,230頭、福岡1,002頭、
鹿児島933頭、長崎787頭、熊本376頭

九州・沖縄8,055頭

県内出荷
県外出荷

3,439頭
9,574頭

子牛出荷計 13,013頭

＊H20.4月より、県内4市場から2市場に再編

355,543

321,756
286,179

218,552

551,663

419,508

430,812

341,285

419,856

311,358

524,013

410,254

526,001

439,844

514,392

414,476

407,838

307,929

373,901

283,398

327,454

406,281



⑺ 肉用牛出荷頭数の推移

⑻ 肉牛の流通（平成21年）
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出荷頭数
（和牛、交雑種、乳牛、その他の成牛計）

県内出荷
7,227頭

4,6
21頭

789頭

748頭

731頭
900頭
731頭
563頭309頭705頭

2,02
8頭

県内と畜頭数 9,457頭
　　 （成牛計）
県内産
県外産

7,227頭
2,230頭

県外
12,125頭

長　崎

大　阪

香　川

宮　崎

兵　庫

熊　本

東　京

その他

福　岡

豊後牛（黒毛和種肥育牛）の出荷実績（系統出荷）

資料：全農大分県本部調べ

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

19,352頭

（千頭）

5,259

7,767

11,900

S55

8,260

20

13,023

17,292

8,321

60

2,088
4,256

9,327

11,221

5,160

H2

873

4,783

5,528

9,965

11,644

7

0

4,065

5,701

8,953

9,323

12

33

3,042

7,497

10,980

140

4,446

5,464

8,270

11,277

16

221

3,919

6,034

9,147

12,259

17

23

4,023

4,921

7,930

10,788

18 19

61

3,066

6,617

7,881

11,279

20

555

3,008

6,449

8,387

10,410

21年

（注）出荷頭数：飼養していた出荷者がと畜場へ出荷した頭数。（老廃牛を含む）
と畜頭数：食用に供する目的で、と畜場へ出荷され、と畜された肉畜の頭数。（廃棄処分は除く）

乳用牛出荷頭数

和牛出荷頭数

乳用牛県内と畜頭数

和牛県内と畜頭数

その他の牛出荷頭数

鹿児島

出荷先

県　内

大　阪

東　京

福　岡

その他

合　計

販売金額

20年度

2,252頭

541頭

65頭

17頭

27頭

2,902頭

2,097,977千円

21年度

2,237頭

731頭

54頭

29頭

25頭

3,076頭

2,141,560千円

22年度

2,327頭

749頭

34頭

126頭

290頭

3,526頭

2,465,160千円

0

5,000

10,000

15,000

20,000

4,568

14,121

大分県肉牛枝肉共励会（大阪南港市場）
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2乳用牛
⑴ 飼養戸数・頭数の推移

⑵ 用途別頭数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」

資料：農林水産省「畜産統計」（注1）搾乳牛：経産牛のうち、搾乳中の牛のこと。
（注2）乾乳牛：経産牛のうち、搾乳していない牛のこと。分娩前の乾乳と空胎乾乳がある。
（注3）未経産牛：出生してから分娩するまでの牛で、生後30カ月位までが主体。

S55 60 H2 7 12

S60

690

16,300

590

18,000

520

19,400

420

18,900

9,800

4,700

1,900

1,600

H3

11,100

6,030

1,720

1,250

7

10,600

1,670

620

4,970

12

10,500

4,030

1,590

520

1
戸
当
た
り
頭
数

（
千
頭
）

（
千
頭
）

（
戸
）

搾乳牛

乾乳牛

未経産牛
（2歳以上）

未経産牛
（2歳未満）

（
頭
）

0

200 4

8

12

16

20

400

600

800

1,000

350

16,700

戸
数
頭
数

20 21 22

214

15,400

206

15,200

23年

193

15,200

17

279

18,400

18

267

18,300

19

246

17,800

228

16,700

600

1,860

4,820

11,100

500

2,120

4,640

11,000

2017 18 19

640

1,860

4,970

10,300

21

580

1,850

4,350

9,950

590

1,880

2,840

10,100

22

600
1,910

2,420

10,300

23年

630

1,690

3,780

9,060

1戸当たり飼養頭数

＊注1

＊注3

＊注2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

23.6

30.5
37.3

45.0 47.7

72.0 73.8
78.8

65.9 68.5
72.4 73.2



牛乳消費拡大の取組み（モーモースクール） 牛乳消費拡大の取組み（搾乳体験）
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⑶ 成畜飼養頭数規模別飼養戸数の推移

⑷ 成畜飼養頭数規模別飼養頭数の推移
資料：農林水産省「畜産統計」　※学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない。

S61

H3

55戸
（13.9％）

115戸
（29.0％）

98戸
（24.7％）

129戸
（32.5％）8 397戸

62戸
（18.6％）

87戸
（26.0％）

91戸
（27.2％）

94戸
（28.1％）13 334戸

75戸
（28.4％）

62戸
（23.5％）

57戸
（21.6％）

70戸
（26.5％）18 264戸

64戸
（26.2％）

46戸
（18.9％）

57戸
（23.4％）19 77戸

（31.6％） 244戸

50戸
（22.1％）

41戸
（18.1％）

70戸
（31.0％）20 65戸

（28.8％） 226戸

33戸
（15.5％）

28戸
（13.1％）

63戸
（29.6％）21 89戸

（41.8％） 213戸

4,820頭
（26.5％）

4,640頭
（25.5％）

3,840頭
（21.1％）

4,900頭
（26.9％）

3,070頭
（15.6％）

4,620頭
（23.5％）

5,830頭
（29.6％）

6,170頭
（31.3％）

S61

H3

18,200頭

19,690頭

1,890頭
（10.6％）

3,280頭
（18.4％）

6,710頭
（37.6％）

5,950頭
（33.4％）8 17,830頭

1,400頭
（8.2％）

2,950頭
（17.4％）

4,760頭
（28.0％）

7,890頭
（46.4％）13 17,000頭

21 15,370頭2,360頭
（15.4％）

11,900頭
（77.4％）

720頭（4.7％）390頭（2.5％）

600頭（4.0％）450頭（3.0％）

22 15,130頭2,310頭
（15.3％）

11,770頭
（77.8％）

540頭（3.7％）370頭（2.5％）

23 14,790頭2,050頭
（13.9％）

11,830頭
（80.0％）

18 18,220頭1,840頭
（10.1％）

3,710頭
（20.4％）

11,620頭
（63.8％）

1,050頭（5.8％）

19 17,690頭1,580頭
（8.9％）

2,940頭
（16.6％）

11,890頭
（67.2％）

1,280頭（7.2％）

資料：農林水産省「畜産統計」　※学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない。

20 16,650頭1,160頭
（7.0％）

2,920頭
（17.5％）

11,830頭
（71.1％）

740頭（4.4％）

319戸
（55.3％）

150戸
（26.0％）

73戸
（12.7％）

35戸
（6.1％）

117戸
（23.1％）

53戸
（10.5％）

195戸
（38.6％）

140戸
（27.7％）

577戸

505戸

区分年 1～19頭 20～29頭 30～49頭 50頭～

区分年 1～19頭 20～29頭 30～49頭 50頭～

87戸
（42.6％）

35戸
（17.2％）

24戸
（11.8％）

58戸
（28.4％）22 204戸

86戸
（45.2％）

29戸
（15.3％）

21戸
（11.1％）

54戸
（28.4％）23 190戸
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⑸ 生乳生産量・処理量の推移

⑹ 生乳の流通
　 （22年度合計）

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」

資料：畜産振興課調べ

（注1）

（注2）
（注3）
（注4）

生乳生産量：初乳を除く生乳（搾乳したままの乳用牛の乳）の総量であり、乳製品工場、牛乳処理場に出荷したもののほか、生産者の
自家飲用、子牛ほ乳用等を含めたもの。
生乳処理量：生乳を県内で乳製品向け、飲用牛乳向け、その他向け（自家飲料、子牛のほ乳用）に処理したものの量。　
受託生乳数量：酪農家が大分県酪に委託して、九州生乳販売農業協同組合連合会に出荷した量。
特定乳製品：全粉乳、脱脂粉乳、加糖粉乳、全脂加糖練乳、脱脂加糖練乳、全脂無糖練乳、バター及び子牛用の脱脂乳をいう。

大分県酪農業協同組合
（九州生乳販売農業協同組合連合会）

下郷農業
協同組合

生乳の県外からの移入量

計 186t

加工委託（県内・県外）

牛乳の県外への移出量
38,150t

工場・処理場

（ｔ）

受託生乳数量 86,117t （注3）

70t 1,307t 47,149t 1,795t

2,144t

㈱くじゅう高原
ガンジー牧場

㈲古山乳業 九州乳業㈱ 下郷農協

61t

㈲
九重牧場

学校給食向 特定乳製品（注4）飲用牛乳

（46,878t）

（37,912t）

（238t）
（111t）

34,593t 4,095t 2,858t

受託加工製品

186t

県内乳業工場処理
50,382t

85t

熊本県 186t

（1,196t）

ヨーグルト等

8,650t

S55

55,074

60

52,466

66,472

H2

62,979

81,201

7

51,094

33,613

85,935

12

64,881

96,820

21

75,439

97,555

61,737

95,416

17 18 19 20 22年

51,152

90,448

58,965

108,170

56,688

71,957

99,592101,525

処
理
量
（
注
2
）

生
産
量
（
注
1
）
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3  豚
⑴ 飼養戸数・頭数の推移

⑵ 用途別頭数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」

その他

資料：農林水産省「畜産統計」
（注1）子取りめす豚：生後6カ月以上で子豚を生産することを目的としているめす豚のこと。
　　　　　　　　  　　実際には過去に種付けしたことのある豚及び近い将来種付けすることが確定している豚のこと。

※H22は農林業センサス実施年のため未公表。県調べの値を記載

（注2）その他：平成7年以降のその他には種雄豚の頭数を含む。
（注3）H17,H22は農林業センサス実施年のため未公表。

133,100

16,700

15,200

18,100 17,800

13,300
12,200

2,890

13,200 13,300

7,190

4,500

5,310

8,550
9,300

148,600 146,700

125,600
118,900 116,700

128,500

1816127H260S55

500

1,000

1,500

5

10

15
14
13
12
11

16
17
18

（頭）

（頭）

（
戸
）

（
万
頭
）

13,400

8,350

124,100

19

肥育豚

子取り用めす豚
13,700

5,980

129,500

20

13,200

5,200

128,200

21

13,800

5,100

131,900

23年

＊注1

＊注2

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

20

90

149,200

165,000

730

176,000
146.0

241.1

426.7

692.9

1,474.5
1,619.6

179,200

210

145,500
134,000

92

149,000

130

420

S55 60 H2 7 12 18 19

92

145,900

1戸当たりの飼養頭数
（子取り用めす豚）

戸
数

頭
数

1,585.9

21

83

146,700144,600

1,657.8

1,130

17

98

1,767.5
1,967.5

22

81

155,700

23年

77

151,500

1,922.2

1,030.8
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⑶ 肥育豚飼養頭数規模別飼養戸数の推移

⑷ 肥育豚頭数規模別飼養頭数の推移
資料：農林水産省「畜産統計」

（注1）肥育豚：肉豚として販売することを目的としている豚をいい、もと豚として販売するものは含めない。
　　　　　　　学校・試験場等の非営利的な飼養者は含まない。
（注2）平成22年はセンサス年のため調査なし。

H3

8

年 区分 1～299頭 300～499頭 500～999頭 1,000～1,999頭 2,000頭～

年 区分 1～299頭 300～499頭 500～999頭 1,000～1,999頭 2,000頭～

289戸

162戸

190戸
（65.7％）

32戸
（11.1％）

44戸
（15.2％）

45戸
（27.8％）

15戸
（9.3％）

62戸
（38.3％）

30戸
（18.5％）

13 115戸32戸
（27.8％）

15戸
（13.0％）

13戸
（11.3％）

41戸
（35.7％）

14戸
（12.2％）

10戸（6.2％）

10戸（3.5％）13戸（4.5％）

16 95戸27戸
（28.4％）

10戸
（10.5％）

26戸
（27.4％）

19戸
（20.0％）

13戸
（13.7％）

18 87戸24戸
（27.6％）

9戸
（10.3％）

18戸
（20.7％）

16戸
（18.4％）

20戸
（23.0％）

19 88戸21戸
（23.9％）

13戸
（14.8％）

21戸
（23.9％）

13戸
（14.8％）

20戸
（22.7％）

20 87戸23戸
（26.4％）

10戸
（11.5％）

17戸
（19.5％）

16戸
（18.4％）

21戸
（24.1％）

21 80戸16戸
（20.0％）

12戸
（15.0％）

19戸
（23.8％）

18戸
（22.5％）

15戸
（18.8％）

23 73戸17戸
（23.3％）

7戸
（9.6％）

16戸
（21.9％）

16戸
（21.9％）

17戸
（23.3％）

資料：農林水産省「畜産統計」

H3

8

159,250頭

133,670頭

39,250頭
（24.6％）

21,200頭
（13.3％）

28,200頭
（17.7％）

19,700頭
（12.4％）

50,900頭
（32.0％）

21,800頭
（16.3％）

50,700頭
（37.9％）

13,270頭
（9.9％）

14,200頭
（10.6％）

33,700頭
（25.2％）

13 129,800頭69,500頭
（53.5％）

24,100頭
（18.6％）

22,200頭
（17.1％）

4,400頭（3.4％）4,500頭（3.5％）

4,310頭（3.0％）3,750頭（2.6％）

6,130頭（4.3％）3,170頭（2.2％）

5,610頭（3.9％）2,170頭（1.5％）

5,860頭（4.5％）8,140頭（6.3％）

16 129,700頭20,300頭
（15.7％）

28,200頭
（21.7％）

72,300頭
（55.7％）

18 142,060頭15,000頭
（10.6％）

31,000頭
（21.8％）

88,000頭
（61.9％）

19 143,000頭18,900頭
（13.2％）

36,100頭
（25.2％）

78,700頭
（55.0％）

21 144,180頭16,300頭
（11.3％）

23,600頭
（16.4％）

96,500頭
（66.9％）

3,430頭（2.3％）2,510頭（1.7％）

23 148,740頭12,900頭
（8.7％）

29,600頭
（19.9％）

100,300頭
（67.4％）

4,560頭（3.1％）3,300頭（2.2％）

20 146,860頭14,100頭
（9.6％）

34,400頭
（23.4％）

90,500頭
（61.6％）

豚の人工授精 豚凍結精液製造施設（完成記念式典）
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S55 60 H2 7 12 15 16 17 18 19 20 21年

500

181,800

66,852

248,652

518

151,335

127,206

278,541

895

130,949

172,623

303,572

1,755

107,613

125,619

233,237

17,709

113,877

100,595

214,472

21,805

107,287

106,368

213,655

22,234

113,115

113,407

226,522

22,085

114,424

123,856

238,280

23,331

106,553

148,737

255,290

26,762

100,457

139,108

239,565

28,501

90,593

161,687

252,280

12,111

90,622

167,442

258,064

県内出荷

90頭

17,662頭

43,283頭
51,461頭
54,94

6頭

県内と殺頭数 102,733頭
県内産 90,622頭
県外産 12,111頭

県外出荷
167,442頭
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⑸ 肉豚の出荷・と畜状況

90,622頭

長　崎

鹿児島

宮　崎

福　岡

佐　賀

（万頭）

出
荷
頭
数

移
入
量

県外出荷

県内出荷

県外からの移入

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

県
内
と
畜
頭
数

県
出
荷
頭
数

⑹ 肉豚の流通（平成21年）

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

（注）肉畜の出荷産地の決め方：と畜場でと畜解体された肉畜が出荷前、少なくとも1カ月以上飼養された産地（都道府県）としている。

ランドレース種 新系統：おおいたエル07

デュロック種：畜産研究部　豚・鶏チームにて産肉・肉
質選抜により系統造成中

出荷頭数
258,064頭
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4採卵鶏
⑴ 飼養戸数・羽数の推移

⑵ 成鶏めす羽数規模別飼養戸数の推移

資料：農林水産省「畜産統計」

資料：農林水産省「畜産統計」

（注）飼養戸数・羽数は、種鶏のみの飼養戸数、種鶏の飼養羽数を除く。
平成７年は成鶏めす羽数300羽未満の飼養戸数・羽数を除く。平成12年以降は成鶏めす羽数1,000羽未満の飼養戸数・羽数を除く。
平成17年・22年はセンサス年のため調査なし。

（注）平成３年、９年の戸数は、300羽未満の飼養戸数を除く。
平成13年以降の戸数は、1,000羽未満の飼養戸数を除く。
学校・試験場等の非営利的な飼養者は含まない。
平成17年・22年はセンサス年のため調査なし。

S61

区分年 ～999羽 1,000～4,999羽 5,000～9,999羽 10,000～49,999羽 50,000羽～

3,580戸
（94.8％）

90戸
（2.4％）

6戸（0.2％）

52戸
（1.4％）

49戸
（1.3％） 3,777戸

13 61戸

一
戸
当
た
り
成
鶏
め
す
羽
数

（羽）

H3 30戸
（16.1％）

69戸
（37.1％）

42戸
（22.6％）

32戸
（17.2％）

13戸
（7.0％） 186戸

8 10戸
（11.1％）

24戸
（26.7％）

19戸
（21.1％）

25戸
（27.8％）

12戸
（13.3％） 90戸

20戸
（32.8％）

9戸
（14.8％）

21戸
（34.4％）

11戸
（18.0％）

16 54戸

47戸

15戸
（27.8％）

11戸
（20.4％）

16戸
（29.6％）

12戸
（22.2％）

18 13戸
（27.7％）

9戸
（19.1％）

15戸
（31.9％）

10戸
（21.3％）

19 47戸13戸
（27.7％）

10戸
（21.3％）

12戸
（25.5％）

12戸
（25.5％）

1戸当たり成鶏めす羽数（戸、千羽）

20 43戸7戸
（16.3％）

12戸
（27.9％）

13戸
（30.2％）

11戸
（25.6％）

21 41戸6戸
（14.6％）

10戸
（24.4％）

13戸
（31.7％）

12戸
（29.3％）

23年 42戸9戸
（21.4％）

8戸
（19.0％）

16戸
（38.1％）

9戸
（21.4％）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

10,000

20,000

30,000

S55

311

6,000

2,577

60

533

3,780

2,500

H2

723

3,370
3,102

7

17,100

120

2,530

12

22,200

70

1,878

16

26,900

58

1,985

18

26,500

50

1,757

19

28,600

50

1,793

20

28,300

46

1,670

21

30,300

45

1,733

23年

29,600

42

1,446戸
数
羽
数
（
千
羽
）



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

0

7,000
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⑶ 成鶏めす羽数規模別成鶏めす飼養羽数の推移

⑷ 鶏卵生産量、出入荷状況

資料：農林水産省「畜産統計」
（注）平成３年、９年の羽数は、300羽未満の羽数を除く。

平成13年以降の羽数は、1,000羽未満の羽数を除く。
学校・試験場等の非営利的な飼養者は含まない。
表中の「X」は少数調査農家の秘密保護上統計値を公表しないものである。

（注）鶏卵生産量 ：
　　鶏卵出荷量 ：

一般用食品、加工用、種卵等として生産された鶏の卵をいう。
一般用食品及び加工用として販売した鶏卵の数量をいい、生産者が自家消費した数量及び種卵、その他の数量は出荷量には含まれない。

年 ～999羽 1,000～4,999羽 5,000～9,999羽 10,000～49,999羽 50,000羽～区分

S61

H3

8

2,070千羽

2,499千羽

1,841千羽

300千羽
（14.5％）

360千羽
（17.4％）

885千羽
（42.8％）

470千羽
（22.7％）

1,317千羽
（52.7％）

711千羽
（28.5％）

184
（7.4％）

274千羽
（11.0％）

144
（7.8％）

609千羽
（33.1％）

1,015千羽
（55.1％）

55（2.7％）

13 1,522千羽379千羽
（24.9％）

1,042千羽
（68.5％）

13（0.5％）

65（3.5％）8（0.4％）

57（3.7％）44（2.9％）

18 1,323千羽897千羽
（67.8％）

337千羽
（25.5％）

64（4.8％）25（1.9％）

19 1,432千羽X257千羽
（17.9％）

72（5.0％）X

16 1,557千羽1,087千羽
（69.8％）

362千羽
（23.2％）

78（5.0％）30（1.9％）

資料：農林水産省「鶏卵流通統計」

（ t ）

県外出荷量

県内出荷量その他

県外からの移入量

県
内
生
産
量

S55

1,195

20,672

10,130
1,749
32,551

60

1,497

23,235

7,299

4,130
34,664

H2

3,376

21,672

17,608

3,318

42,598

7

4,011

20,725

15,563
2,637
38,925

12

3,339

11,152

14,334

3,675

29,161

17 18 19

3,963

12,954

11,408

3,746

28,108

3,697

10,836

3,609

12,657

27,102

21 1,362千羽954千羽
（70.0％）

314千羽
（23.1％）

78（5.7％）16（1.2％）

23年 1,243千羽775千羽
（62.3％）

395千羽
（31.8％）

49（3.9％）24（1.9％）

20 1,304千羽893千羽
（68.5％）

307千羽
（23.5％）

89（6.8％）15（1.2％）

5,798

21

3,462

7,872

14,109
1,568
23,549

20 22年

6,350

6,684

977
14,173

21,834

4,359

8,428

13,964
1,998
24,390

11,509

12,027

3,040
26,576

県
内
処
理
量
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⑸ 鶏卵の流通（平成22年）

資料：農林水産省「鶏卵流通統計」

資料：農林水産省「食鳥流通統計」

県内出荷

1,666t

1,176t

1,291t

1,334t

8,706t

県内入荷量 13,034t
6,684t

20,857t出荷量

県内産  6,684t
県外産  6,350t

福　岡

熊　本

大　阪

佐　賀

その他

（千羽）（戸）

（羽）

1戸当たり飼養羽数

0

100

200

300

400

0

10,000

20,000

30,000

40,000

S55

12,263

190

戸
数
羽
数
（
千
羽
）

2,330

60

18,084

190

3,436

H2

22,200

159

3,523

7

29,600

87

2,527

12

31,000

62

1,920

35,600

21年

37,800

59

2,230

17

42,100

59

2,099

18

34,700

45

1,893

19

42,300

62

2,153

⑴ 飼養戸数、羽数の推移
5ブロイラー

※この統計は、２月１日現在のブロイラー飼養戸数及び飼養頭数を調査したもので、一時的に鶏舎消毒のためオールアウトしていた等により、
　ブロイラーを飼養していない飼養者は除外したものである。
※H22年は農林業センサス実施年で調査未実施、H23は未公表のため、H21年２月１日時点の数値を記載。

1,000

3,000

4,000

2,000

20

58

2,451

県外出荷
14,173t
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～5万羽 5～10万羽 10～20万羽 20～30万羽 30～50万羽 50万羽～

⑵ 出荷羽数規模別出荷戸数の推移

⑶ 出荷羽数規模別出荷羽数の推移
資料：農林水産省「食鳥流通統計」

（注）表中の「X」は少数調査農家の秘密保護上統計値を公表しないものである。
H21以降公表なし

年 区分 ～1万羽 1～5万羽 5～10万羽 10～30万羽 30万羽～

S60 217戸

H2 162戸

7 87戸

40戸
（18.4％）

30戸
（18.5％）

25戸
（28.7％）

16戸
（18.4％）

33戸
（37.9％）

5戸
（5.7）

7戸
（8.0）

年 区分

49戸
（30.2％）

95戸
（43.8％）

41戸
（18.9％）

29戸
（13.4％）

12戸
（5.5）

37戸
（22.8％）

37戸
（22.8％）

9戸
（5.6）

12 67戸15戸
（22.4％）

16戸
（23.9％）

25戸
（37.3％）

6戸
（9.0）

5戸
（7.5）

1戸（1.1）

16 69戸16戸
（23.2％）

19戸
（27.5％）

21戸
（30.4％）

7戸
（10.1）

5戸
（7.2）

1戸（1.4）

17 71戸14戸
（19.7％）

18戸
（25.4％）

28戸
（39.4％）

8戸
（11.3）

1戸（1.4）2戸（2.8）

3戸（4.2）

資料：農林水産省「食鳥流通統計」

18 71戸14戸
（19.7％）

16戸
（22.5％）

27戸
（38.0％）

7戸
（9.9）

4戸
（5.6）

～5万羽 5～10万羽 10～20万羽 20～30万羽 30～50万羽 50万羽～

年 区分 ～1万羽 1～5万羽 5～10万羽 10～30万羽 30万羽～

S60 15,197千羽

H2 13,928千羽

7 11,352千羽

2,887千羽
（19.0％）

1,223千羽
（8.8％）

1,165千羽
（10.3％）

5,166千羽
（45.5％）

1,828千羽
（16.1％） X

XX

XX

X 1,970千羽
（17,4％）

年 区分

2,801千羽
（20.1％）

2,569千羽
（16.9％）

4,903千羽
（32.3％）

4,632千羽
（30.5％）

5,927千羽
（42.6％）

3,840千羽
（27.6％）

12 8,820千羽650千羽
（7.4％）

1,294千羽
（14.7％）

3,570千羽
（40.5％）

1,447千羽
（16.4％）

1,859千羽
（21.1％）

206千羽（1.4）

137千羽（1.0）

521千羽（5.9）

362千羽（3.9）

345千羽（3.4％）

16 8,797千羽1,453千羽
（16.5％）

2,963千羽
（33.7％）

1,707千羽
（19.4％）

2,153千羽
（24.5％）

17 9,301千羽1,421千羽
（15.3％）

4,172千羽
（44.9％）

1,956千羽
（21.0％）

18 9,873千羽1,211千羽
（12.3％）

3,102千羽
（31.4％）

1,442千羽
（14.6％）

1,484千羽
（15.0％）

19 68戸14戸
（20.6％）

17戸
（25.0％）

21戸
（30.9％）

9戸
（13.2％）

4戸
（5.9％）

3戸（4.4％）

20 64戸10戸
（15.6％）

17戸
（26.6％）

23戸
（35.9％）

7戸
（10.9％）

4戸
（6.3％）

3戸（4.7％）

19 10,010千羽1,261千羽
（12.6％）

2,807千羽
（28.0％）

2,112千羽
（21.1％）

1,616千羽
（16.1％）

1,869千羽
（18.7％）

242千羽（2.3％）

20 10,393千羽1,240千羽
（11.9％）

3,342千羽
（32.2％）

1,741千羽
（16.8％）

1,633千羽
（15.7％）

2,195千羽
（21.1％）



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

1,000

2,000
S55 60 H2 7 12 16 17 18 19 20 21 22年

706

10,530

13,491

24,012

1,293

10,454

15,197

25,651

1,749

5,901

13,928

19,829

889

3,981

11,352

15,333

700

2,635

8,820

11,455

393

1,084

7,713

8,797

462

885

8,416

9,301

473

944

8,929

9,873

180＋X

895

9,115

10,010

141＋X

857

9,536

10,393

447

841

10,545

10,386

423

906

10,469

11,375

（千羽）

県
内
処
理
量

県
出
荷
数

3,824
千羽

3,88
4千羽

1,238千羽

242千羽
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⑸ ブロイラーの流通（平成22年）

資料：農林水産省「食鳥流通統計」

県内出荷 県内処理量 1,329千羽906千羽 県外出荷
10,469千羽

11,375千羽
出荷量

県内産　906千羽
県外産　423千羽

熊　本

佐　賀

福　岡

鹿児島

270千羽

1,011千羽

県外出荷量

県内出荷量

県外からの移入量

⑷ ブロイラー出荷、処理状況

資料：農林水産省「食鳥流通統計」

（注）出   荷   量：
食鳥処理場：

飼養から食用に供するために食鳥処理場へ出荷された食鳥（生体）をいい、生産者が自家消費した量は含まれない。
食用に供する目的でと鳥処理を行っている事業所（飼養者が自家用としている場合は含まない）のこと。

表中のXは少数調査農家の秘密保護上統計値を公表しないものである。

宮　崎

長　崎
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6地鶏
⑴ 飼養戸数、雛導入実績及び取り扱い店状況

①豊のしゃも

資料：大分県農林水産研究指導センター畜産研究部、民間種鶏場調べ

0

300

400

500

戸
数

H11 16 17 18 19 20 21 22

18

146 48

357

72

440

57

430

58

436

46

420

46

354

23年
（4～12月）

57

287

30

184

羽
数
（
百
羽
）

（百羽）

（戸）

20

40

60

80

0

1

2

3

4

5

300

400

500

戸
数

H19 20 21 22 23年
（4～12月）

1
20

2

313

3

402

3

476

4

366

羽
数
（
百
羽
）

（百羽）

（戸）

②おおいた冠地どり ③地鶏取扱い店

豊のしゃも取り扱い店（H22.10現在）
・県内販売店
・県内料理店
・県外販売店
・県外料理店

おおいた冠地どり取り扱い店（H22.8現在）
・県内量販店
・県内料理店
・県外量販店
・県外料理店
・その他

12店
36店
1店
22店

計　　　71店

41店
169店
1店
16店
56店

計　　 283店

資料：大分県農林水産研究指導センター畜産研究部調べ

おおいた鳥骨鶏おおいた冠地どり豊のしゃも
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7生産費と所得の推移
⑴ 子牛生産費と所得の推移（子牛1頭当たり）

⑵ 肥育牛生産費と所得の推移（去勢肥育牛1頭当たり）

（千円）

所得
（千円）

611,457

生
産
費

34,262
（5.6）

40,633
（6.6）

614,185

830,445
804,04447,614

（5.7）

0

200

400

600

800

1,000
（千円）

所得
（千円）

生
産
費

250

150

200

50

-100

100

0

その他

飼料費

もと畜費

所得

労働費

91,276
（14.9）

83,371
（13.6）

217,184
（35.5）

268,735
（43.9）

246,924
（40.2）

243,257
（39.6）

82,414
（9.9）

220,260
（26.5）

480,157
（57.8） 412,313

（51.3）

197,100
（24.5）

129,981
（16.2）

64,650
（8.0）

153,331
171,282

211,430

137,517

65,665

820,969
57,334
（7.0）

144,877
（17.6）

207,006
（25.2）

411,752
（50.2）

資料：農林水産省「第57次大分県農林水産統計年報」

資料：農林水産省「第57次大分県農林水産統計年報」

782,889
60,366
（7.7）

109,991
（14.0）

229,980
（29.4）

382,552
（48.9）

159,655

779,266
52,125
（6.7）

101,124
（13.0）

226,326
（29.0）

399,691
（51.3）

142,438

814,070
62,590
（7.7％）

98,601
（12.1％）

228,815
（28.1％）

919,369

85,857
（9.3％）

84,879
（9.2％）

260,336
（28.3％）

488,297
（53.1％）

142,657

0

100

200

300

400

500

0
-50,000

100

200

300

S54 59 H1 6 11 16 17 18 19 20 21年度

S54 59 H1 6 11 16 17 18 19 20
－84,263

－51,699

953,344

82,260
（8.6％）
69,135
（7.3％）

300,982
（31.6％）

500,967
（52.3％）

857,314
73,878
（8.6％）

74,409
（9.7％）

259,064
（30.2％）

449,963
（52.5％）

21年度

251,048
（45.6％）

550,369

77,869
（14.1%）

59,252
（10.8％）

162,200
（29.5％）

193,675

173,339
（35.1％）

493,957

91,365
（18.5%）

50,118
（10.1％）

179,135
（36.3％）

38,601

151,417
（34.0％）

445,691

81,507
（18.3%）

59,963
（13.5％）

152,804
（34.3％）

53,629

333,484

393,114

317,786

450,181
439,366

45,180
（13.5）

54,123
（13.8）

38,827
（9.9）

124,859
（31.8）

175,305
（44.6）

154,740
（48.7）

76,678
（24.8）

39,502
（12.4）

44,866
（14.1）

76,620
（17.0）

58,875
（13.4）

33,586
（7.6）

209,643
（47.7）

137,262
（31.2）

61,634
（13.7）

196,489
（43.6）

115,438
（25.6）

29,305
（8.8）

98,449
（29.5）

160,550
（48.1）

133,227

-25,892

244,167

140,064 138,885

272,996
（52.1）

523,747

33,375
（6.4）

77,176
（14.7）

140,200
（26.8）

168,215

275,166
（56.1）

490,184

74,074
（15.1）

27,665
（5.6）

113,279
（23.1）

260,684

255,311
（51.7％）

494,256

69,414
（14.0%）

34,315
（6.9％）

135,216
（27.4％）

265,067

その他

労働費

飼料費

繁殖雌牛
1頭当たり
所得

繁殖めす和牛
償却費

424,064
（52.1％） 22,120
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16,523
（59.5）

5,802
（20.9）

5,406
（19.5）

27,766

74
（0.3）
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⑶ 牛乳生産費と所得の推移（搾乳牛通年換算1頭当たり）

⑷ 肥育豚生産費と所得の推移（肥育豚1頭当たり）

資料：農林水産省「畜産物生産費」

資料：農林水産省「畜産物生産費」

0
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0
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800

0

100

200

300

400

500

0

-2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

S54 59 H1 6

S54 59 H1 6

386,354

275,193
322,288

246,734
（50.8）

149,258
（30.7）

40,204
（8.3）

49,702
（10.2）

485,898

371,475
（55.1）

163,139
（24.2）

79,228
（11.8）

60,052
（8.9）

673,894

271,372
（49.1）

478,228

163,599
（29.6）

46,179
（8.3）

71,986
（13.0）

553,096

242,112
（36.2）

218,840
（32.7）

92,196
（13.8）

115,479
（17.3）

668,627

34,499

3,098
（9.0）

15,931
（46.2）

14,041
（40.7）

22,278
（54.3）

14,189
（34.6）

2,714
（6.6）

41,059

27,491

2,279
（8.3）

12,143
（44.2）

11,556
（42.0）

27,514

4,597
（16.7）

4,344
（15.8）

18,573
（67.5）

-637 -201

3,810
4,221

6,230

（千円）

生
産
費

生
産
費

所得
（千円）

その他

乳牛償却費

労働費

飼料費

所得

所得
（千円）

（千円）

その他

労働費

飼料費

もと畜費

所得

1,429（4.1）

1,513（5.5）

1,878（4.6）

11

726,930

166,803
（22.9）

97,886
（13.5）

184,262
（25.3）

277,979
（38.2）

262,109

16

16,399
（58.1）

5,878
（20.8）

5,965
（21.1）

28,242

17

14,729
（55.6）

5,706
（21.5）

6,069
（22.9）

10,221

7,722

1716

732,672

149,250
（20.4）

87,416
（11.9）

177,661
（24.2）

318,345
（43.5）

264,957

18

786,362

160,805
（20.5）

103,174
（13.1）

182,643
（23.2）

339,740
（43.2）

154,176

19

776,432

158,621
（20.4％）

86,097
（11.1％）

168,336
（21.7％）

363,378
（46.8％）

136,949

20

805,542

160,260
（19.9％）

90,929
（11.3％）

153,400
（19.0％）

400,953
（49.8％）

90,394

21年度

840,569

168,956
（20.1％）

83,802
（10.0％）

135,226
（16.1％）

452,585
（53.8％）

93,239

798,990

176,225
（22.1％）

90,008
（11.3％）

133,442
（16.7％）

399,315
（50.0％）

188,265

26,506

18

16,558
（59.6％）

4,519
（16.3％）

6,697
（24.1％）

27,774

19

19,790
（66.3％）

4,529
（15.2％）

5,508
（18.5％）

29,827

4,216

20

24,472
（68.0％）

4,333
（12.0％）

7,162
（19.9％）

35,967

2,772

21年度

21,004
（65.5％）

4,312
（13.4％）

6,751
（21.1％）

32,067

7,769

7,492
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畜種別配合混合飼料の県内生産量及び消費量の推移

資料：飼料月報

（注） 混合飼料
　　 配合飼料

　　 四捨五入の関係で内訳の計は必ずしも総数に一致しない。

：
：
行政や流通の上から、ある特定成分の補給又は輸入関税の免税措置を受けられることを目的に製造される配合飼料の一種。
2種類以上の飼料原料を一定の割合で混合したもの。我が国では一般に家畜・家きんの種類や飼料目的に応じて、必要な養分を十分含む
ように市販されているものが多い。

（千t）

（ha）

混合飼料

消

費

量

生

産

量

肉用牛用

乳牛用

養豚用

養鶏用

混播牧草

イタリアンライグラス

牧草（混播牧草・イタリアンライグラス）

トウモロコシ

ソルガム

飼料稲

レンゲ（飼料用）

その他（注）

生産量

（千ｔ）

2配合混合飼料

1飼料作物作付状況
飼料作物作付面積の推移

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」

（注）平成16年までの「その他」は、飼料稲、えん麦、らい麦、飼料用かぶ、その他の牧草・飼料作物の合計である。
平成17年より「その他」は、えん麦、らい麦、飼料用かぶ、その他の牧草・飼料作物の合計である。
平成19年より「その他」は、青刈り麦類、その他の飼料作物（飼料稲含む）の合計である。

Ⅲ 飼料

0

50

100

150

200

250

300

350

400

50

100

150

200

S55

327

生産量
（105）

173

86

48

20

60

351

（152）

169

99

20

46

17

H2

（114）

173

87

23

37

21
341

7

（109）

118

68

23

45

15
269

12

233

43

6

24

55

105

（110）

17

255

47

28

83

（87）

91

18

S55

8,569

34

26

18

7

10
5

60

10,315

37

29

17

7

7
3

H2

10,572

38

27

19

8
5
3

7

9,709

43

25

17

9
33

12

9,267

43.5

20.9

15.6

11.6

7.7

0.7

17
2.8
13.5

14.3

21.1

46.6

8,138

18

14.4

13.8

19.9

47.9

7,770

289

52

27

89

116

（91）

6

5

19

297

53

28

96

115

（88）

5

20

288

56

25

97

106

（89）

4

21

287

60

25

94

104

（93）

4

22年度

294

55

25

97

113

4

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1.5

0.2 1.1 2.9

19

13.5

13.8

68.2

7,770

20

13.6

13.7

67.3

7,880

21

12.9

13.2

9.0

64.8

8,130

22

11.2

12.7

16.2

59.9

8,950

23年

9.6％

11.6％

25.1％

53.7％

9,800

5.54.4
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3飼料用米の取組状況
⑴ 県内における平成23年産の生産・利用状況（H23.8月末時点の計画数量）

⑵ 作付面積・利用状況の推移（H23.8月末時点の計画数量）

東部
北部

西部

155ha

12ha
中部
72ha

豊肥
103ha

南部
31ha

570ha

《飼料用米作付面積（約943ha）》

東部
北部

西部
中部

豊肥 南部

《主　な　利　用　状　況》

肥育豚

肥育牛

作付面積

※採種圃約4ha除く

単位：ha

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

H19 20 21 22 23年度

0.5
54

212

580

942
畜種別利用量

※H19年度は給与実証試験を実施

単位：トン

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

採卵鶏 肉用鶏 豚 牛 その他県外

260

763.1

1,553 1,531

2 15.3

1,240

1,956

0

216.4
285

484

0 34.3
86

320

58

1,632

H20年度

H22年度
H23年度

H21年度

採卵鶏

肉用鶏

飼料用米を給与した畜産物の高付加価値化を図る取組み
（大分市内の量販店でのPR販売を実施）

約4,291ｔ

1,632ｔ
県外へ
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国東市

姫島村

宇佐市
中津市

日田市 玖珠町

九重町
由布市

別府市

大分市

臼杵市
津久見市

佐伯市竹田市
豊後大野市

杵築市

日出町

豊後高田市

4放牧の取り組み状況
⑴ 大分県内における「おおいた型放牧」分布図（平成23年度当初）

⑵ おおいた型放牧面積の地目別内訳

おおいた型放牧整備箇所数の推移

資料：家畜衛生飼料室調べ

（注）おおいた型放牧
草地、林地、水田及び耕作放棄地などを活用して牛を放牧するもので、中山間地域の多い大分の土地や自然に適した放牧方式。

東部振興局管内
中部振興局管内
南部振興局管内
豊肥振興局管内
西部振興局管内
北部振興局管内

県合計

15箇所
30箇所
3箇所
98箇所
29箇所
26箇所
201箇所

45ha
869ha
6ha

1,343ha
906ha
153ha
3,322ha

野草地
1,170ha
（35%）

林地
786ha
（24%）

水田
57ha
（2%）

草地、畑地
1,309ha
（39%）〈平成23年度当初〉

放牧面積3,322ha
（うち耕作放棄地42ha）
箇所数 201箇所

50箇所

10箇所

5箇所

1箇所

H21
172ヵ所

H22
185ヵ所

水田放牧（由布市挾間町朴木地区）

H23
201ヵ所

H27目標
246ヵ所
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1監視伝染病の発生状況
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※印の疾病は平成9年度まで法定伝染病
資料：家畜衛生飼料室調べ
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Ⅳ 家畜衛生・畜産環境
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2環境汚染問題畜種別発生件数

（件）

ブロイラー肉用牛

採卵鶏乳用牛

豚

その他

家畜衛生飼料室調べ（注）各年度の調査期間は当該年度の7月から翌年の6月までである。

⑵ 種類別苦情発生件数
（件）

害虫発生

悪臭

水質汚濁

水質汚濁・悪臭

水質汚濁・害虫

悪臭・害虫

水質汚濁・悪臭・害虫

その他

家畜衛生飼料室調べ（注）各年度の調査期間は当該年度の7月から翌年の6月までである。

⑴ 畜種別苦情発生件数
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1監視伝染病の発生状況
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※印の疾病は平成9年度まで法定伝染病
資料：家畜衛生飼料室調べ
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2
2
3

110
48
4
5
3
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2環境汚染問題畜種別発生件数

（件）

ブロイラー肉用牛

採卵鶏乳用牛

豚

その他

家畜衛生飼料室調べ（注）各年度の調査期間は当該年度の7月から翌年の6月までである。

⑵ 種類別苦情発生件数
（件）

害虫発生

悪臭

水質汚濁

水質汚濁・悪臭

水質汚濁・害虫

悪臭・害虫

水質汚濁・悪臭・害虫

その他

家畜衛生飼料室調べ（注）各年度の調査期間は当該年度の7月から翌年の6月までである。

⑴ 畜種別苦情発生件数

96

48

26

43

68

28

14

12

10

10

18

4

8

20

10

6
4

12

7

16

3

14

5

15

27

5

11

7

S60

77

33

22

19

H2 7 12 16 17

口蹄疫防疫演習の風景（集会場） 口蹄疫防疫演習の風景（埋却地）

1

3

2
2

3
1

2

2

1

55
6

19

18

6

18
3

2

2

1

1

55

16

14

8

7
4

19
3

2

3

54
8

28

4
7

20
3

S60

77

11

32

24

8

H2

24

30

29

11

96

7

48
6
5
8

16

12

12

26
4
10

7

16

43

11

14

4

11

17

8
4

15

22

19

68

18

7

13

14

55

1 1 11 1 1 23
1

2 2

17

19

7

15

11

55

2 2

18

10
4

26

54

1

13

20 21

4

12

4

17

49

1

11

22年度

5

11

4

18

50

3

9

1 1

49
6

26

7

5

21
3

1
1

50

10

21

5

7
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畜産関係団体等一覧

名　　　　　　　　称 代表者

（資料1）

郵便番号 住　　　所 電話番号 FAX番号

㈳大分県畜産協会

大分県家畜人工授精師協会

大分県草地飼料協会

㈳大分県配合飼料価格安定基金協会

大分県家畜商業協同組合

㈳大分県獣医師会

㈱大分県畜産公社

㈲大分県酪農振興公社

㈳全国和牛登録協会大分県支部

大分県養豚協会

大分県養鶏協会

大分県養蜂組合

大分県食肉事業協同組合連合会

大分県農業協同組合中央会

大分県信用農業協同組合連合会

全国農業協同組合連合会大分県本部

大分県農業共済組合連合会

大分県酪農業協同組合

九州乳業株式会社

㈳大分県酪農ヘルパー協会

大分県牛乳普及協会

㈱大分県酪食肉公社

近藤　和義

森川　英則

坂本　和昭

帆秋　忠俊

石田　和男

麻生　　哲

佐藤　　洋

楳木　成男

佐藤　政吉

福田　　実

鈴木　明久

近藤　純一

清田　浩徳

佐藤　　洋

秋國　崇己

幸野　茂巳

日野　立明

清末　健一

江川　清一

清末　健一

清末　健一

宇野　幸一

870-0844

870-8501

870-8501

870-0025

870-0044

870-0901

879-7305

870-1201

870-0044

870-0844

870-0844

879-0601

870-1121

870-0044

870-0044

870-0844

870-0822

870-1201

870-1201

870-1201

870-1201

870-0108

大分市古国府1220JA全農大分県本部内

大分市大手町3-1-1県庁家畜衛生飼料室内

大分市大手町3-1-1県庁家畜衛生飼料室内

大分市顕徳町2-1-3カーサ阿部203

大分市舞鶴町1-4-15大分県農業会館内

大分市西新地1-2-29

豊後大野市犬飼町田原1580-29

大分市廻栖野3231（大分県酪内）

大分市舞鶴町1-4-15大分県農業会館内

大分市古国府1220（大分県畜産協会内）

大分市古国府1220（大分県畜産協会内）

豊後高田市草地8767

大分市鴛野929-3

大分市舞鶴町1-4-15大分県農業会館内

大分市舞鶴町1-4-15大分県農業会館内

大分市古国府1220

大分市大道町3-1-1

大分市廻栖野3231

大分市廻栖野3231

大分市廻栖野3231（大分県酪内）

大分市廻栖野3231（大分県酪中央支所内）

大分市大字三佐字新港2405-2

554-4049

506-1762

506-1762

534-0991

532-8582

555-9528

578-0308

586-4226

532-8582

554-4049

554-4049

―

529-6599

538-7125

535-2746

545-9532

544-8242

586-4226

586-4136

586-4226

586-4095

522-2743

097-545-6591

097-506-3684

097-506-3682

097-534-2727

097-532-8577

097-555-9527

097-578-0290

097-586-4222

097-532-8577

097-545-6593

097-545-6593

0978-24-1231

097-529-6544

097-538-6366

097-538-6385

097-544-0046

097-544-8110

097-586-4222

097-586-4135

097-586-4225

097-586-4094

097-521-4452

（管理部）

（酪農部）
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畜産関係機関県組織機構（平成23年5月1日現在）

衛 生 環 境 班

農林水産研究指導センター
畜 産 研 究 部

南 部 振 興 局

豊 肥 振 興 局

西 部 振 興 局

北 部 振 興 局

中 部 振 興 局

東 部 振 興 局

大分家畜保健衛生所

畜 産 研 修 セ ン タ ー

農 業 大 学 校

豊後大野家畜保健衛生所

玖珠家畜保健衛生所

宇佐家畜保健衛生所

生 産 衛 生 班

研 究 普 及 課

農山漁村・担い手支援課

畜 産 振 興 課

家 畜 衛 生 飼 料 室

農林水産部

総 務 部

防 疫 検 査 班

病性鑑定部（大分）

管 理 担 当

企 画 指 導 担 当

豊後牛改良チーム

肉用牛・酪農チーム

飼料・環境チーム

豚・鶏 チ ー ム

草 地 飼 料 班

生 産 振 興 班

企 画 調 査 班

管 理 予 算 班

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通・畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

（資料2－1）

経 営・団 体 班
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畜産関係団体等一覧

名　　　　　　　　称 代表者

（資料1）

郵便番号 住　　　所 電話番号 FAX番号

㈳大分県畜産協会

大分県家畜人工授精師協会

大分県草地飼料協会

㈳大分県配合飼料価格安定基金協会

大分県家畜商業協同組合

㈳大分県獣医師会

㈱大分県畜産公社

㈲大分県酪農振興公社

㈳全国和牛登録協会大分県支部

大分県養豚協会

大分県養鶏協会

大分県養蜂組合

大分県食肉事業協同組合連合会

大分県農業協同組合中央会

大分県信用農業協同組合連合会

全国農業協同組合連合会大分県本部

大分県農業共済組合連合会

大分県酪農業協同組合

九州乳業株式会社

㈳大分県酪農ヘルパー協会

大分県牛乳普及協会

㈱大分県酪食肉公社

近藤　和義

森川　英則

坂本　和昭

帆秋　忠俊

石田　和男

麻生　　哲

佐藤　　洋

楳木　成男

佐藤　政吉

福田　　実

鈴木　明久

近藤　純一

清田　浩徳

佐藤　　洋

秋國　崇己

幸野　茂巳

日野　立明

清末　健一

江川　清一

清末　健一

清末　健一

宇野　幸一

870-0844

870-8501

870-8501

870-0025

870-0044

870-0901

879-7305

870-1201

870-0044

870-0844

870-0844

879-0601

870-1121

870-0044

870-0044

870-0844

870-0822

870-1201

870-1201

870-1201

870-1201

870-0108

大分市古国府1220JA全農大分県本部内

大分市大手町3-1-1県庁家畜衛生飼料室内

大分市大手町3-1-1県庁家畜衛生飼料室内

大分市顕徳町2-1-3カーサ阿部203

大分市舞鶴町1-4-15大分県農業会館内

大分市西新地1-2-29

豊後大野市犬飼町田原1580-29

大分市廻栖野3231（大分県酪内）

大分市舞鶴町1-4-15大分県農業会館内

大分市古国府1220（大分県畜産協会内）

大分市古国府1220（大分県畜産協会内）

豊後高田市草地8767

大分市鴛野929-3

大分市舞鶴町1-4-15大分県農業会館内

大分市舞鶴町1-4-15大分県農業会館内

大分市古国府1220

大分市大道町3-1-1

大分市廻栖野3231

大分市廻栖野3231

大分市廻栖野3231（大分県酪内）

大分市廻栖野3231（大分県酪中央支所内）

大分市大字三佐字新港2405-2

554-4049

506-1762

506-1762

534-0991

532-8582

555-9528

578-0308

586-4226

532-8582

554-4049

554-4049

―

529-6599

538-7125

535-2746

545-9532

544-8242

586-4226

586-4136

586-4226

586-4095

522-2743

097-545-6591

097-506-3684

097-506-3682

097-534-2727

097-532-8577

097-555-9527

097-578-0290

097-586-4222

097-532-8577

097-545-6593

097-545-6593

0978-24-1231

097-529-6544

097-538-6366

097-538-6385

097-544-0046

097-544-8110

097-586-4222

097-586-4135

097-586-4225

097-586-4094

097-521-4452

（管理部）

（酪農部）
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畜産関係機関県組織機構（平成23年5月1日現在）

衛 生 環 境 班

農林水産研究指導センター
畜 産 研 究 部

南 部 振 興 局

豊 肥 振 興 局

西 部 振 興 局

北 部 振 興 局

中 部 振 興 局

東 部 振 興 局

大分家畜保健衛生所

畜 産 研 修 セ ン タ ー

農 業 大 学 校

豊後大野家畜保健衛生所

玖珠家畜保健衛生所

宇佐家畜保健衛生所

生 産 衛 生 班

研 究 普 及 課

農山漁村・担い手支援課

畜 産 振 興 課

家 畜 衛 生 飼 料 室

農林水産部

総 務 部

防 疫 検 査 班

病性鑑定部（大分）

管 理 担 当

企 画 指 導 担 当

豊後牛改良チーム

肉用牛・酪農チーム

飼料・環境チーム

豚・鶏 チ ー ム

草 地 飼 料 班

生 産 振 興 班

企 画 調 査 班

管 理 予 算 班

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通・畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

生 産 流 通 部
（ 企 画・流 通 班 、畜 産 班 ）

（資料2－1）

経 営・団 体 班
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農 林 水 産 部

管理予算班
企画調査班

経営・団体班
生 産 振 興 班

草地飼料班
衛生環境班

内線

〒870-8501　大分市大手町3丁目1番1号 TEL  097（536）1111　　FAX  097（506）1762

3671・3672

3673・3674

3675・3676

3677・3678

3681・3682

3683・3684

外線 097（506）3672

097（506）3674

097（506）3676

097（506）3678

097（506）3682

097（506）3684

畜 産 研 究 部

家畜衛生飼料室

畜 産 振 興 課

〒878-0201 竹田市久住町大字久住3989-1 FAX

豚・鶏チーム 〒879-7111 豊後大野市三重町赤嶺2328-1   〃  〃

  〃

  〃

  〃

  〃

  〃

畜産研修センター 〒878-0201 竹田市久住町大字久住3989-1

0974（76）1216 0974（76）1227

0974（22）0673 0974（22）0980

大分家畜保健衛生所
豊後大野家畜保健衛生所
玖珠家畜保健衛生所
宇佐家畜保健衛生所

〒870-1153

〒879-7111

〒879-4414

〒879-1135

大分市大字小野鶴字原

豊後大野市三重町赤嶺2328-8

玖珠郡玖珠町大字大隈1038-1

宇佐市大字和気1290

  〃

  〃

  〃

  〃

097（541）5241

0974（22）0179

0973（72）0313

0978（37）0473

097（542）0086

0974（22）7762

0973（72）4674

0978（37）3310

東 部 振 興 局 〒873-0504

〒870-0021

〒876-0813

〒878-0013

〒877-0004

〒879-0454

国東市国東町安国寺786-1

大分市府内町3丁目10-1

佐伯市長島町1-2-1

竹田市大字竹田山手1501-2

日田市城町1-1-10

宇佐市大字法鏡寺235-1

TEL  

  

0974（76）1214

企 画・流 通 班
畜 産 班

企 画・流 通 班
畜 産 班

企画・流通・畜産班

企 画・流 通 班
畜 産 班

企 画・流 通 班
畜 産 班

企 画・流 通 班
畜 産 班

中 部 振 興 局

南 部 振 興 局

西 部 振 興 局

豊 肥 振 興 局

北 部 振 興 局

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

畜産関係機関県組織機構（平成23年5月1日現在）

  〃

  〃

  〃

  〃

  〃

TEL  

  〃

FAX

  〃

0978（72）1141 0978（72）1242

  〃

TEL  

  〃

FAX

  〃

097（506）5796

097（506）5766

097（506）1814

TEL FAX0972（22）1195 0972（23）0942

TEL  

  〃

FAX

  〃

0974（63）3177 0974（63）3585
  〃

  〃

  〃

TEL  

  〃

FAX

  〃

0973（23）2217 0973（23）3473

TEL  

  〃

FAX

  〃

0978（32）1555 0978（33）2901

（資料2－2）
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（資料3）

玉吹雪
藤平茂－平茂勝－初藤
枝肉重量、ロース芯面積
バラ厚、脂肪交雑（平均
11）で高評価。気高の強
い血統であり糸桜系、但
馬系雌牛との交配を推奨。
現場後代検定中！

寿 恵 福
糸福－福鶴５７－八重福

名牛「糸福」の後継牛。枝肉成績は全
ての形質で高い評価。肉質、肉量とも
に抜群の改良効果あり。保留促進中。

合同調査会枝肉結果（Ａ5－11、B5－10、B5－9、Ａ5－8 ）

合同調査会枝肉結果（Ａ5－9、Ａ5－9、Ａ5－9）

平成22年度合同調査会

枝肉重量（㎏）
ロース芯（㎠）
バラ厚さ（㎝）
皮下脂肪（㎝）
BMS No.

518.8
56
8.7
3.0
9

枝肉重量（㎏）
ロース芯（㎠）
バラ厚さ（㎝）
皮下脂肪（㎝）
BMS No.

452.6
68
7.8
2.6
12

枝肉重量（㎏）
ロース芯（㎠）
バラ厚さ（㎝）
皮下脂肪（㎝）
BMS No.

474.9
72
8.3
2.8
12

八 重 福 栄
福栄－糸福－八重福

検定で4・5率88.2％、モモ抜けの良
さは特筆。脂肪交雑育種価で種雄牛中
最高。産子の発育、資質に優れ、気高
系の雌牛との相性良好。

光 照 福
照長土井－安美土井－菊茂土井
純但馬系種雄牛で資質、品位に富み、
体上線、肢蹄の強さ、乳器の良さに優
れ、産子の発育も良好。ロース芯面積
が大、形状も良好、小ザシ。

隆 茂 ３ ８
隆茂福－安福－糸花

気高系、但馬系、糸桜系の遺伝的寄与
率がほぼ同等。肉質、肉量で高い評価。
いずれの系統の雌牛にも交配可能。

喜 実 金
金幸－第20平茂－忠福

間検で脂肪交雑4.0、歴代2位。糸桜
系雌牛への交配で肉質、肉量の改良効
果。体幅、後躯等の体型的な改良効
果。

藤 平 茂
平茂勝－初藤－清勇

糸桜系への交配で枝肉成績が良好。質
量兼備の高い評価。産子の発育、体
型、斉一性に優れる。

活躍中の種雄牛！

神戸合同調査会(全国和牛登録協会主催)において３年連続トップクラス！！

勝福平
平茂勝－糸福－第20平茂
平成20年度調査会では、
肉質、枝肉重量、脂肪交
雑がトップで、質量兼備
の高い評価。産子の発育
も良い気高系種雄牛。

萬福８
紋次郎－糸福－安金土井
平成21年度調査会では、
脂肪交雑がトップ。糸桜
系、気高系の雌牛と交配
を推奨。

平成20年度合同調査会

平成21年度合同調査会

種雄牛豊後牛らしさを
後代に継承する

豊後牛
大分県産の黒毛和牛

A5-9 A5-12 A5-12
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農 林 水 産 部

管理予算班
企画調査班

経営・団体班
生 産 振 興 班

草地飼料班
衛生環境班

内線

〒870-8501　大分市大手町3丁目1番1号 TEL  097（536）1111　　FAX  097（506）1762

3671・3672

3673・3674

3675・3676

3677・3678

3681・3682

3683・3684

外線 097（506）3672

097（506）3674

097（506）3676

097（506）3678

097（506）3682

097（506）3684

畜 産 研 究 部

家畜衛生飼料室

畜 産 振 興 課

〒878-0201 竹田市久住町大字久住3989-1 FAX

豚・鶏チーム 〒879-7111 豊後大野市三重町赤嶺2328-1   〃  〃

  〃

  〃

  〃

  〃

  〃

畜産研修センター 〒878-0201 竹田市久住町大字久住3989-1

0974（76）1216 0974（76）1227

0974（22）0673 0974（22）0980

大分家畜保健衛生所
豊後大野家畜保健衛生所
玖珠家畜保健衛生所
宇佐家畜保健衛生所

〒870-1153

〒879-7111

〒879-4414

〒879-1135

大分市大字小野鶴字原

豊後大野市三重町赤嶺2328-8

玖珠郡玖珠町大字大隈1038-1

宇佐市大字和気1290

  〃

  〃

  〃

  〃

097（541）5241

0974（22）0179

0973（72）0313

0978（37）0473

097（542）0086

0974（22）7762

0973（72）4674

0978（37）3310

東 部 振 興 局 〒873-0504

〒870-0021

〒876-0813

〒878-0013

〒877-0004

〒879-0454

国東市国東町安国寺786-1

大分市府内町3丁目10-1

佐伯市長島町1-2-1

竹田市大字竹田山手1501-2

日田市城町1-1-10

宇佐市大字法鏡寺235-1

TEL  

  

0974（76）1214

企 画・流 通 班
畜 産 班

企 画・流 通 班
畜 産 班

企画・流通・畜産班

企 画・流 通 班
畜 産 班

企 画・流 通 班
畜 産 班

企 画・流 通 班
畜 産 班

中 部 振 興 局

南 部 振 興 局

西 部 振 興 局

豊 肥 振 興 局

北 部 振 興 局

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

生 産 流 通 部

畜産関係機関県組織機構（平成23年5月1日現在）

  〃

  〃

  〃

  〃

  〃

TEL  

  〃

FAX

  〃

0978（72）1141 0978（72）1242

  〃

TEL  

  〃

FAX

  〃

097（506）5796

097（506）5766

097（506）1814

TEL FAX0972（22）1195 0972（23）0942

TEL  

  〃

FAX

  〃

0974（63）3177 0974（63）3585
  〃

  〃

  〃

TEL  

  〃

FAX

  〃

0973（23）2217 0973（23）3473

TEL  

  〃

FAX

  〃

0978（32）1555 0978（33）2901

（資料2－2）
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（資料3）

玉吹雪
藤平茂－平茂勝－初藤
枝肉重量、ロース芯面積
バラ厚、脂肪交雑（平均
11）で高評価。気高の強
い血統であり糸桜系、但
馬系雌牛との交配を推奨。
現場後代検定中！

寿 恵 福
糸福－福鶴５７－八重福

名牛「糸福」の後継牛。枝肉成績は全
ての形質で高い評価。肉質、肉量とも
に抜群の改良効果あり。保留促進中。

合同調査会枝肉結果（Ａ5－11、B5－10、B5－9、Ａ5－8 ）

合同調査会枝肉結果（Ａ5－9、Ａ5－9、Ａ5－9）

平成22年度合同調査会

枝肉重量（㎏）
ロース芯（㎠）
バラ厚さ（㎝）
皮下脂肪（㎝）
BMS No.

518.8
56
8.7
3.0
9

枝肉重量（㎏）
ロース芯（㎠）
バラ厚さ（㎝）
皮下脂肪（㎝）
BMS No.

452.6
68
7.8
2.6
12

枝肉重量（㎏）
ロース芯（㎠）
バラ厚さ（㎝）
皮下脂肪（㎝）
BMS No.

474.9
72
8.3
2.8
12

八 重 福 栄
福栄－糸福－八重福

検定で4・5率88.2％、モモ抜けの良
さは特筆。脂肪交雑育種価で種雄牛中
最高。産子の発育、資質に優れ、気高
系の雌牛との相性良好。

光 照 福
照長土井－安美土井－菊茂土井
純但馬系種雄牛で資質、品位に富み、
体上線、肢蹄の強さ、乳器の良さに優
れ、産子の発育も良好。ロース芯面積
が大、形状も良好、小ザシ。

隆 茂 ３ ８
隆茂福－安福－糸花

気高系、但馬系、糸桜系の遺伝的寄与
率がほぼ同等。肉質、肉量で高い評価。
いずれの系統の雌牛にも交配可能。

喜 実 金
金幸－第20平茂－忠福

間検で脂肪交雑4.0、歴代2位。糸桜
系雌牛への交配で肉質、肉量の改良効
果。体幅、後躯等の体型的な改良効
果。

藤 平 茂
平茂勝－初藤－清勇

糸桜系への交配で枝肉成績が良好。質
量兼備の高い評価。産子の発育、体
型、斉一性に優れる。

活躍中の種雄牛！

神戸合同調査会(全国和牛登録協会主催)において３年連続トップクラス！！

勝福平
平茂勝－糸福－第20平茂
平成20年度調査会では、
肉質、枝肉重量、脂肪交
雑がトップで、質量兼備
の高い評価。産子の発育
も良い気高系種雄牛。

萬福８
紋次郎－糸福－安金土井
平成21年度調査会では、
脂肪交雑がトップ。糸桜
系、気高系の雌牛と交配
を推奨。

平成20年度合同調査会

平成21年度合同調査会

種雄牛豊後牛らしさを
後代に継承する

豊後牛
大分県産の黒毛和牛

A5-9 A5-12 A5-12
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　自然の景観がすばらしい町田バーネット牧場は豊後牛をはじめいろいろ
な動物を飼育している。ポニー、ヤギ、ウサギ、地鶏に直接エサを与えた
り、触ったり、動物とのふれあいを通して忘れかけた自然のすばらしさを
満喫することができる。

◯駐車場／300台　◯売店／有　◯営業時間／夏10：00～18：00　冬10：
30～17：30　◯バーベキューハウス／有　◯休日・休館日（冬期）／第2・
4火曜日　◯乗馬体験（有料）／5月連休・夏休みのイベント時

県内の主要なふれあい牧場

町田バーネット牧場
大分県玖珠郡九重町町田

TEL 0973-78-9446  FAX 0973-78-9449 

（資料4）

【アクセス】
◎電車

◎車

／JR久大本線豊後中村駅下車、
　　車で15分
／大分自動車道九重ICから15分

玖珠I.C

九重町農協

大分自動車道至日田

え
ら 九

重
I.C

ぶんごなかむら
ひきじ

九
重
町
役
場

壁湯温泉

宝泉寺温泉

四
季
彩
ロ
ー
ド

のや

JR久大本線

や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ

至湯布院

九酔渓

筌の口
温泉

飯田
高原

長者原温泉

泉水グリーンパーク

天ヶ谷貯水地

筋湯温泉
八丁原地熱発電所

九重森林公園
九重スキー場 牧の戸

至熊本

町田バーネット牧場町田バーネット牧場

　都市と農村の交流拠点として建設され、町内外の多くの人に親しまれて
いる。場内には特産物直売館としてのレストラン（300人収容）、キャン
プ場、小動物館そして四季折々の花が栽培される花壇等の施設が点在して
いる。

◯駐車場／340台　◯売店／有　◯営業時間／10：00～21：00　レストラン
11：00～21：00　◯レストラン／有　◯休日・休館日／無　◯宿泊施設／
有

カウベルランドくす
大分県玖珠郡玖珠町大字戸畑9848-1
TEL0973-73-8037・FAX0973-78-8668

【アクセス】
◎電車

◎車

／JR久大本線豊後中川駅下車、
　車で20分
／大分自動車道天瀬・高塚ICから3分

すぎかわち
天瀬温泉

あまがせ

至日田

慈恩の滝

△万年山

カウベルランドくす

きたやまだ

三日月の滝
鬼塚古墳

△伐株山

伐株石仏

ひきじ

国
道
3
8
7
号
線

至小国・阿蘇

玖珠I.C

ぶんごもり
△小岩扇山

玖珠I.C

大分自動車道

九
重
I.C

え
ら

きたやまだ
ぶんごもり

え
ら

久大本線

ぶんごなかむら

のや

国道210
号線

至大分・別府

ゆふいん

湯
布
院
I.C
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ

至熊本

至大分

天瀬・高塚I.C
至大分至福岡

至日田

至天瀬温泉

大分自動車道

高塚地蔵尊

カウベルランドくす

－32－

　都市（大分市）に隣接した地域にあって、豊かな自然に恵まれた山と緑
が織り成す雄大な景観に浸りながら、広大な芝地の中での遊観。複合的遊
具等、変化に富んだ施設が整備され、四季を通じて広く住民の「交流の
場」として利用されています。

　久住山の山麓の高原には名前の由来にもなったガンジー乳牛が飼育され
ている。乳製品工場、レストランや資料館が点在し、自家製乳製品はおみ
やげにも最適。ふれあい牧場（羊、ヤギ等）、ポニーハウスも有る。

◯駐車場／100台　◯売店／有　◯営業時間／9：00～17：00　◯レストラ
ン／有　◯休日・休館日／無　◯搾乳体験（晴れの日のみ）／土・日・夏休
み　◯オリジナル牛乳・乳製品／牛乳、アイスクリーム、チーズ、ヨーグル
ト他

ガンジーファーム
大分県竹田市久住町大字久住4004-56

TEL0974-76-0760

【アクセス】
◎電車
◎車

／JR豊肥本線豊後竹田駅下車、車で30分
／やまなみハイウェイ（九州横断道路）
　瀬の本交差点から15分

至竹田

ガンジーハウスガンジーハウス

久住町
役場

国道442号線

至57号線

グライダー
滑空場

至阿蘇・熊本

や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ

三愛
レストハウス

至日田
黒川温泉

星降る館
マラソン

練習コース

畜産試験場

北原白秋歌碑北原白秋歌碑

九大農業
実験実習場

久住
高原荘

久住
スカイライン

△扇ヶ鼻
赤川荘

沢水キャンプ場

△稲星山
△久住山

△星生山

△三俣山

△中岳 △平治岳
△白口岳

△大船山

△黒岳

　
国
道
210号

線

JR賀来駅
至湯布院

至
大
分
市
街

至
七
瀬
川
自
然
公
園

ホワイト
ロード

七瀬川

国道442号線

至竹田

みどり
マザーランド

県立看護
科学大学

富士見ヶ丘ニュータウン富士見ヶ丘ニュータウン

◯駐車場／300台（イベント開催時1,000台）大型バス10台（イベント開催時
20台）　◯ふれあい・研修施設／ふれあい牧場、ふれあい公園施設、研修施
設ふれあい棟・見学コース（製造行程）　◯入園時間／9：00～17：00

みどりマザーランド
〒870－1203 大分県大分市大字廻栖野3231

TEL 097-586-4183（九州乳業㈱）平成12年4月開園

【アクセス】
◎車／大分市中心街より20分

塚野鉱泉
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　自然の景観がすばらしい町田バーネット牧場は豊後牛をはじめいろいろ
な動物を飼育している。ポニー、ヤギ、ウサギ、地鶏に直接エサを与えた
り、触ったり、動物とのふれあいを通して忘れかけた自然のすばらしさを
満喫することができる。

◯駐車場／300台　◯売店／有　◯営業時間／夏10：00～18：00　冬10：
30～17：30　◯バーベキューハウス／有　◯休日・休館日（冬期）／第2・
4火曜日　◯乗馬体験（有料）／5月連休・夏休みのイベント時

県内の主要なふれあい牧場

町田バーネット牧場
大分県玖珠郡九重町町田

TEL 0973-78-9446  FAX 0973-78-9449 

（資料4）

【アクセス】
◎電車

◎車

／JR久大本線豊後中村駅下車、
　　車で15分
／大分自動車道九重ICから15分

玖珠I.C

九重町農協

大分自動車道至日田

え
ら 九

重
I.C

ぶんごなかむら
ひきじ

九
重
町
役
場

壁湯温泉

宝泉寺温泉

四
季
彩
ロ
ー
ド

のや

JR久大本線

や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ

至湯布院

九酔渓

筌の口
温泉

飯田
高原

長者原温泉

泉水グリーンパーク

天ヶ谷貯水地

筋湯温泉
八丁原地熱発電所

九重森林公園
九重スキー場 牧の戸

至熊本

町田バーネット牧場町田バーネット牧場

　都市と農村の交流拠点として建設され、町内外の多くの人に親しまれて
いる。場内には特産物直売館としてのレストラン（300人収容）、キャン
プ場、小動物館そして四季折々の花が栽培される花壇等の施設が点在して
いる。

◯駐車場／340台　◯売店／有　◯営業時間／10：00～21：00　レストラン
11：00～21：00　◯レストラン／有　◯休日・休館日／無　◯宿泊施設／
有

カウベルランドくす
大分県玖珠郡玖珠町大字戸畑9848-1
TEL0973-73-8037・FAX0973-78-8668

【アクセス】
◎電車

◎車

／JR久大本線豊後中川駅下車、
　車で20分
／大分自動車道天瀬・高塚ICから3分

すぎかわち
天瀬温泉

あまがせ

至日田

慈恩の滝

△万年山

カウベルランドくす

きたやまだ

三日月の滝
鬼塚古墳

△伐株山

伐株石仏

ひきじ

国
道
3
8
7
号
線

至小国・阿蘇

玖珠I.C

ぶんごもり
△小岩扇山

玖珠I.C

大分自動車道

九
重
I.C

え
ら

きたやまだ
ぶんごもり

え
ら

久大本線

ぶんごなかむら

のや

国道210
号線

至大分・別府

ゆふいん
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平成23年 農林水産部畜産振興課・家畜衛生飼料室の主な出来事（1～12月） 
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（資料5）

大分市で高病原性鳥インフルエンザが発生（採卵鶏　約8,100羽）

豊後牛の新しい美味しさの基準「豊味いの証（うまいのあかし）」を策定

県種雄牛「玉吹雪」号が、全国和牛登録協会主催の「現場後代検定合同調査会」（神戸市）で、全
国トップクラスの評価

大分県種雄牛造成検討委員会設置

東日本大震災発生

「おおいた放牧ネット」が発足

家畜伝染病防疫対策チーム（通称：Ｂ－ＳＡＴ（ビーサット））が発足

「これでいいのか！豊後牛」シンポジウムを大分市で開催
（大分県豊後牛生産者組織連絡協議会主催）

「おおいた冠地どり」の食鳥処理施設が本格稼働

大分市内のマルショク･サンリブ３店舗で、県産飼料用米を給与した県産牛肉のPR販売を実施

第５８回大分県肉牛枝肉共励会を大阪南港市場で開催

(株)安愚楽牧場が東京地裁に民事再生法の適用を申請し、事実上倒産

飼料用イネの作付け及び利用促進の結果作付け面積が大幅に拡大
WCS利用は11,373ha(前年756ha）、飼料用米利用は942ha(前年583ha)

おおいた県産　牛乳　飲んでもらっちゃおう！キャンペーンを実施
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（資料5）
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豊後牛の新しい美味しさの基準「豊味いの証（うまいのあかし）」を策定

県種雄牛「玉吹雪」号が、全国和牛登録協会主催の「現場後代検定合同調査会」（神戸市）で、全
国トップクラスの評価

大分県種雄牛造成検討委員会設置

東日本大震災発生

「おおいた放牧ネット」が発足

家畜伝染病防疫対策チーム（通称：Ｂ－ＳＡＴ（ビーサット））が発足

「これでいいのか！豊後牛」シンポジウムを大分市で開催
（大分県豊後牛生産者組織連絡協議会主催）

「おおいた冠地どり」の食鳥処理施設が本格稼働

大分市内のマルショク･サンリブ３店舗で、県産飼料用米を給与した県産牛肉のPR販売を実施

第５８回大分県肉牛枝肉共励会を大阪南港市場で開催

(株)安愚楽牧場が東京地裁に民事再生法の適用を申請し、事実上倒産

飼料用イネの作付け及び利用促進の結果作付け面積が大幅に拡大
WCS利用は11,373ha(前年756ha）、飼料用米利用は942ha(前年583ha)
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平成23年 農林水産部畜産振興課・家畜衛生飼料室の主な出来事（1～12月） 
内　　　容月　日

10月

10月

10月
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第72回大分県畜産共進会（肉牛の部）を県畜産公社で開催

口蹄疫復興宝くじ発売

第72回大分県畜産共進会（肉用牛の部）を別府市野口原で開催

県農業祭会場において、畜産フェスタイベントを実施

「Ｔｈｅ ・おおいた豊後牛」取扱い認定店が157店舗に拡大（３月末136店舗）

大分県特定家畜伝染病（ＨＰＡＩ）防疫演習を実施（竹田市）

「大分県種雄牛の造成方針」を
大分県種雄牛造成検討委員会が策定

「The･おおいた豊後牛」モ～っと
もっと召し上がれ！キャンペーンを実施

第50回全国農林水産祭「実りのフェスティバル｣において、
豊後牛（㈱まるひで）のPRを実施

第72回大分県畜産共進会（乳用牛の部）を大分市廻栖野（みどりの王国）で開催

大分県家畜保健衛生並びに畜産関係業績発表会を大分市（県庁 正庁ホール）で開催

第59回大分県肉牛枝肉共励会を大阪南港市場で開催

豚凍結精液施設完成記念式典

大分畜産Net”鼓動”研修会開催（別府市）

－36－

豊後牛のトマトカッ
プ焼き 材　料 （4人分）

豊後牛モモ肉角切り
トマト
小ネギ
にんにく
塩
サラダ

作り方

ドレッシング A
　　醤油
　　砂糖
※　ごま油
　　豆板醤
　　かぼす汁

大さじ 4
大さじ 2
大さじ 2
小さじ 2
小さじ 2

400g
中 8個
3本
1片
少々
適量

①※の調味料を混ぜ合わせ、ドレッシングを作っておく。
②トマトを湯煎にかけ、皮をむいて半分に切り、なかをくり抜く。くり抜い
たトマトは、アルミカップに置き、オーブントースターで５分焼く。
③その間に牛肉を１cm角に切り、塩をふっておく。
④フライパンにサラダ油を入れ、にんにくを香りが出るまで炒め、牛肉を入
れて焦げ目が付く程度に焼く。
⑤火を止め、ドレッシングとトマトの中身を１cm角に切ったものをフライ
パンに入れて牛肉とからめる。
⑥トマトの器に⑤を入れ、小ネギのみじん切りをたっぷり乗せる。

豊後牛と甘太くんを使
ったハンバーグ 材　料 （4人分）

豊後牛モモ肉
甘太くん（さつまいも）
トーフ
ニンジン
たまねぎ
たまご
パン粉

作り方

塩
コショウ
ケチャップ
ウスターソース
みりん
さとう

適宜
適宜

1カップ
1/4 カップ
1/4 カップ

大さじ 1と 1/2

150g
100g
1/3 丁
40g

大 1/4 コ
1コ
15g

①ニンジン・たまねぎ・甘太くんをフードプロセッサーでみじん切りにする。
②①に豊後牛モモ肉のミンチを入れて一緒にまぜあわせる。
③トーフ・たまご・パン粉を入れて、よくまぜあわせる。
④４等分にわけフライパンで焼く。
⑤ケチャップ、ウスターソース、みりん、さとうをなべに入れてソースをつ
くる。
※ポイントは、さつまいもの甘太くんを使ったこと、パサつきをなくすため
トーフを使うこと。

豊後牛の春巻き揚
げ 材　料 （4人分）

豊後牛モモ肉スライス
春巻きの皮
椎茸
人参
卵
インゲン
紅しょうが

竹田市畜産女性部
豊後牛料理自慢交流研修会　人気投票第 1位

豊後大野市畜産女性部
豊後牛料理自慢交流研修会　人気投票第 2位

大分市畜産女性部
豊後牛料理自慢交流研修会　審査員特別賞

作り方

塩
片くり粉
油
みそマヨネーズ
ごまだれ
酢醤油

適量
適量
適量
適量
適量
適量

400g
1 袋（10枚）

4枚
1/2 本
2～3個
5～6本
適量

①巻きすの上に、春巻きの皮を広げ、上にスライス肉を置く。
②玉子焼き・紅しょうが・味付椎茸・塩茹でしたインゲン・人参を芯にし
て巻く。
③春巻きの皮の端を水溶き片くり粉で止める。
④油で揚げて４等分に切る。
⑤タレはお好みで（みそマヨネーズ、ごまだれ、酢醤油、その他）食する。
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豊後牛と甘太くんを使
ったハンバーグ 材　料 （4人分）

豊後牛モモ肉
甘太くん（さつまいも）
トーフ
ニンジン
たまねぎ
たまご
パン粉

作り方

塩
コショウ
ケチャップ
ウスターソース
みりん
さとう

適宜
適宜

1カップ
1/4 カップ
1/4 カップ

大さじ 1と 1/2

150g
100g
1/3 丁
40g

大 1/4 コ
1コ
15g

①ニンジン・たまねぎ・甘太くんをフードプロセッサーでみじん切りにする。
②①に豊後牛モモ肉のミンチを入れて一緒にまぜあわせる。
③トーフ・たまご・パン粉を入れて、よくまぜあわせる。
④４等分にわけフライパンで焼く。
⑤ケチャップ、ウスターソース、みりん、さとうをなべに入れてソースをつ
くる。
※ポイントは、さつまいもの甘太くんを使ったこと、パサつきをなくすため
トーフを使うこと。

豊後牛の春巻き揚
げ 材　料 （4人分）

豊後牛モモ肉スライス
春巻きの皮
椎茸
人参
卵
インゲン
紅しょうが

竹田市畜産女性部
豊後牛料理自慢交流研修会　人気投票第 1位

豊後大野市畜産女性部
豊後牛料理自慢交流研修会　人気投票第 2位

大分市畜産女性部
豊後牛料理自慢交流研修会　審査員特別賞

作り方

塩
片くり粉
油
みそマヨネーズ
ごまだれ
酢醤油

適量
適量
適量
適量
適量
適量

400g
1 袋（10枚）

4枚
1/2 本
2～3個
5～6本
適量

①巻きすの上に、春巻きの皮を広げ、上にスライス肉を置く。
②玉子焼き・紅しょうが・味付椎茸・塩茹でしたインゲン・人参を芯にし
て巻く。
③春巻きの皮の端を水溶き片くり粉で止める。
④油で揚げて４等分に切る。
⑤タレはお好みで（みそマヨネーズ、ごまだれ、酢醤油、その他）食する。



～The・おおいた豊後牛～
　大分県の肉用牛生産は、中山間地域が多く、豊
富な草資源を有するという特徴を背景として、古く
より熱心に育種改良が行われてきました。その実
績は、大正10年全国博覧会最優秀賞での「牛は豊
後が日本一」という言葉に表わされ、これまで数多
くの名牛を輩出してきました。
　その歴史と伝統を新しいこのマークに込めて、
大分県で生まれ育った肉質等級3等級以上の豊後
牛をThe・おおいたブランドの代表選手として振
興します。

～「豊味いの証」とは～
　「The・おおいた豊後牛」の中で、オレイン酸含
有率が55%以上の牛肉に「豊味いの証」を表示し
ます。
　豊後牛の新しい“おいしさの基準”に適合した牛
だけが、このマークを表示することができます。

平成2 4年３月発行

※環境に配慮して再生紙を使用しています。 
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